
第5章 林内 トレイルにおける景観

体験の評価特性

Chapter 5.Evaluation properties of Iandscape experience on a forest trail

風景はもと今日の食物 と同じように、色や形の後に味というものを持っていたのみ

か、さらにこれに伴うていろいろの香 と音響の、忘れがたいものを具えていたので

ある。
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第5章 では,標 識サ ンプ リング法 を用 いて,第3章 で明 らか にされた よ うな林 内 トレ

イルで体験される景観型のいくつかを対象 とし,現 地 をレク リエー シ ョン 目的で訪れた

利用者 による心象評価を行 う。そ こか ら景観評価 とそれに関わるいくつかの心象評価に

ついての評価 シークエンスを明らかにする。そ して,各 地点 にお ける景観評価 と環境 ・

植生の物理的指標 との関係や,季 節変化が景観評価 に与え る影 響について考察を行 う。

それとともに,標 識サ ンプ リング法 を実施 した 同一の被験者に対 して,一 定 日数 のイ

ンタ ーバ ルをおいてサ ンプリング地点の写真を郵送し,写 真 によ る事後の景観評価 を行

う(図2.3を 参 照)。 これ は社会心理学にお ける 「パネル調査」(あ るいは縦断研 究)

の技 法であ り,時 間の経過に伴う人間の心理状況の変化を追 う有効な方法である(村 田 ・

山 田,2000)。 そ して,現 地 での 景観 評価 と写真 による 景観評価 との比較か ら現実の

景観体験 の特性について明 らかにする。この比較を通して,現 実 の レク リエー シ ョン体

験 の もとで起きうる,シ ー クエ ンシャルな要因による効果や,景 観 型 ごとの景観評価 の

特性 について考察する。また,現 地 と写真 との景観評価 の比較 から,写 真 を媒体 と した

景観評価 の信頼性,再 現性,妥 当性 について も考察 を試 みる。

5.1方 法

5.1.1調 査 手 順

調 査 は,芦 生 演 習 林 を訪 れ た 一般 利 用 者 に対 す る標 識 サ ン プ リ ング法 に よ る現 地 景観

の 評 価,お よび 同一 の被 験 者 に対 して 一 定 時 間 間隔 を経 た 後 の郵 送 質 問紙 に よ る写 真 を

用 いた 景 観 評価 とか らな る 。調 査 の フ ロー を 図5.1に 示 す 。

現 地 で の 調査 は2000年6月10日(日 曜 日),7月9日(日 曜 日),8月6日(日

曜 日),9月3日(日 曜 日),11月3日(祝 日),4日(土 曜 日),2001年6月9日

(土曜 日),10日(日 曜 日),16日(土 曜 日),17日(日 曜 日),7月23日(月 曜

日),9月23日(日 曜 日),24日(振 替 休 日)に 行 わ れ た 。2000年11月 の 調 査 は



紅葉 の時期であった。それ以外は全て緑葉期である。天候などの自然条件をそろえ,被

験者数 を充分 に確保す るため,2年 にわたる調査 となった。

利用者 の景観評価 をサンプリングする地点は,ト レイル起点 よ り約2.5kmを 対 象 と

して,あ らか じめ17ヶ 所 を設定 した 。各調査 では,そ の内任意 の10地 点 を選択 して

標識 を設置 した。 これは,被 験者 の負担軽減,お よび標識組合せ の違 いによる評価への

影響 を検討できるように意図したもので,4種 類 の標識組合せ とした。各調査時におけ

る標識設置地点の組合せ,お よびそ の略号 を表5.1に 示す。2000年 紅葉期 の調査 は

季節比較 のため,2000年6～7月 時 の調 査 と同様 の組合 せ とした。標識 は地 上高約

75cmで,A4サ イズの 白いボー ドに評価対象 とする景観の向 きを示す矢印と地点の番

号 を青字で記した(図5.2)。 標識 の設置 は一時的な もので,調 査 の前 日ない しは当

日の早朝 に設置し,調 査終 了後 には回収 した。

調査 当 日は,林 内へ入 って い く トレイル の起点にあたる芦生演習林事務所前で,原 則

と して演 習林 を訪れ た全て の一般利用者に対 して調査協力依頼を行い,調 査趣 旨を説 明

して 同意 を得 た利用者を被験者とした。被験者に対 しては,ま ず,属 性,来 訪 目的,来

訪回数等 に関す る質 問紙調査 を行った。そ して,事 後 の郵送 によ る調査の承諾 も得 られ

た場合 は,住 所 も記載 した。一緒 に訪れた グループの人数,起 点の出発時間 につ いて は

調査者側 で記録 した。そ して,ク リップボー ドに10地 点分 の記 入用紙 を挟んだ ものと

ボ ー ルペン,さ らに記入上の注意事項 と依頼 内容 に関する説明文を配付した。1被 験者

に対 して,以 上 の過程 にかか った 時間 は5～10分 程度 であった。被験 者 に対 しては標

識 の設置された地点で,標 識 に記された矢 印の向きの景観に対 して評価 を行 うよう指示

した。最終 のサンプリング地点には記入用紙の回収箱を設置 し,散 策 を継続 したい被験

者 の便宜 を図った。

各サンプリング地点での設問は,現 地点 の景観 を立 ち止 まって じっくり見たいかどう

か(以 下,観 賞意志),現 地点 の景観 の好 ま しさ(好 ま しさ),現 地点 の先 に好 ましい

体験 が 期待できそうか(期 待感),現 時点で どれ くらい疲れて いるか(疲 労度),現 時

点 の総合的な満足 度(満 足度),の5項 目につ いて7段 階 の リッカー トスケール による



図5.1調 査 フ ロー

Figure 5.1: Flow of research procedure



表5.1標 識の組合せ

Table 5.1: Combination of signs

○の地点に標識を設置し,景 観に対する評価を指示した。



図5.2標 識設置例

Figure 5.2: Example of a sign



評定 を指示 した。さらに,区 間 ごとの特 筆すべき体験 に関する自由記述 と,現 在 時刻の

記 入を求 めた。

郵送調査 を承諾 した被験者に対 しては,現 地での調査 か ら6週 ない し3ヶ 月後,お よ

び,1年 後 の2回 にわた り,質 問紙 の 郵送 による再調査 を行 った。2000年 実施の調査

では イ ンター バル6週 間 のみの調査 を行 い,2001年 実施 の調査 では郵送 調査承 諾者を

ランダムに半数ずつに分け,一 方 には6週 イ ンターバ ル,も う一方 には3ヶ 月イ ンター

バ ル の調査 を行 った。郵送調査では,標 識の組合せ に関係 な く17地 点全ての景観 写真

を郵送 し,各 写真 の景観 につ いて,現 地 と同様 の観賞意志 と好 ま しさの質問項 目に回答

を求 めた。景観写真 は,35mmネ ガ フィルムを用 い,焦 点距離35mmの レンズで撮影

した写真 を126mm×87mmの サイズ で焼き付けた ものである。また,質 問紙 上での写

真提示 の順序 は ランダムに並べ替えたものを全調査共通で使用 した。

さらに,現 地 を訪れた ことのない一般 の人々に対 しても,同 一 の写真 による評価 実験

を3ヶ 月のイ ンターバル をおいて2回 行 った。対象 は筆者 の所属す る親子活動サークル

のメンバーで,写 真が芦生演習林 である ことは伝えずに調査を依頼 した。調査内容は現

地被験者 に対する郵送調査 と同様 である。以後 この調査 によるデータをコン トロール

(またはContと 省略)と 記述す る。

以 後,評 価 形 態 につ いて は,現 地 で の評 価 をOS(On-site),写 真 に よ る評 価 をPB

(Photo-based),写 真 によ る1回 目の評 価 をPB1,写 真 に よ る2回 目の評 価 をPB2,

と省 略 す る。

5.1.2サ ンプ リング地点 の概要

各サンプリング地点の位置図を図5.3に,景 観写真 と景観 タイ プの記述,森 林 の物

理的指標 につ いて 図5.4に 示す。サ ンプ リング地点 は,人 工林や広葉樹天然林,ト レ

イル や 水辺 を含 む ものな ど,ト レイル に展 開す る代表的な景観型が含まれるように選択

した。景観写真は郵送調査に使用 したものと同一の構図である。物理的指標 としては,



凡例

I:針 葉樹林(上 層木 に占める針葉樹冠面積80%以 上)

II:針 広混交林(上 層木 に占める針 葉樹冠面積80～50%)

III:針 広混交林(上 層木 に占める針葉樹冠面積50～20%)

IV;広 葉樹林(上 層木 に占める針葉樹冠面積20%以 下)

V:そ の他(河 原,民 家等)

※赤線は トレイルを,青 線は河川

の範 囲を,緑 線 は トレイルか ら

200mの 範囲内の植生界を示す。

※芦生演習林林相区分図,お よび現地踏査によ り作成

図5.3サ ンプ リング地点の位置図

Figure 5.3: Location of sampling points



図5.4サ ンプリング地点の景観と物理指標

Figure 5.4: Landscape and physical indices of each sampling point






